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はじめに 

  ロールアウト直前ということで，パートリーダーに
時間的余裕がなく，全体的にクオリティの低い発表
になってしまい申し訳ございません． 

 

 どうぞ，お手柔らかにお願いいたします． 



メンバー 

30代 

   2名(ともに主翼との兼パート) 

    ・パートリーダー(兼フェアリング設計) 

    ・フェアリング企画  

          日本女子大学 人間社会学部 心理学科 2名 

 

31代 

  4名(内プロペラとの兼パート1名) 

           早稲田大学 基幹理工学部 機械航空科 3名 

           日本女子大学 理学部 物質生物化学科 1名 



目標 

①作業の効率化・短縮化 

   →活動停止の影響 

         精度を下げても問題のないところは下げ， 

         作業スピードを重視 
 

②無駄な重さ，大きさ，強さにしない． 

    → 攻められるところはとことん攻める． 
 

③文系パートリーダー，設計の壁を無くす． 

    →引き継ぎ資料，他大の交流会資料 

         同期から積極的に学ぶ．  



設計 
コンセプト 

   パイロットが入るギリギリのフェアリングで 

   フェアリングの軽量化を目指す． 

 

    可能な限り前方投影面積，側方面積ともに小さくする． 

    余分なスペースは絶対に作らない． 

 

  しかし駆動との連絡不足もあり， 

  足回りが狭くなってしまったため現在改善中． 



設計 
コンセプト 



設計について 

昨年どおりSolidWorksを用い設計． 

その後，Microstationで図面を加工，製図室のプロッター
で印刷した． 

 

去年を引き継ぎ，横柱は 

横から見ても曲面に． 

→さらに今年は縦柱も曲面化． 

 また，横柱の翼型の形をマド 

   (ポリカーボネート)で出すために 

翼型の相似な位置に縦柱を入れた． 

 

(主翼のストリンガーのような 

                                                 イメージで) 



設計について 

昨年どおりSolidWorksを用い設計． 

その後，Microstationで図面を加工，製図室のプロッターで
印刷した． 

 

去年を引き継ぎ，横柱は横から見ても曲面に． 

→さらに今年は縦柱も曲面化． 

     また，横柱の翼型の形をマド(ポリカーボネート)で 

     出すために翼型の相似な位置に縦柱を入れるように． 

      (主翼のストリンガーのようなイメージで) 

 

横柱の翼型はフォーミュラカーをイメージ． 



設計について 

 

インテークは去年に引き続き，設計者からの要望で 

上フィレット(パイロットの頭の上から胴体パイプにかけて)に． 

 (主翼の下方流を取り込む目的) 



去年からの 
変更点 

①本番用１機のみ制作 

②船底の発泡を3分割化 

③縦柱マスター化 

④各フィレットの付け根を翼型に 

⑤ジョイント取り付け部，マドの素材変更 



②船底の 
発泡部3分割 

船底を分割することで 

発泡パーツの高さを揃えた 

                   ↓ 
中型熱線によって 

一気に中抜きが可能になり 

作業時間を短縮できた． 



②船底の 
発泡部3分割 

船底を分割することで 

発泡パーツの高さを揃えた 

                   ↓ 
中型熱線によって 

一気に中抜きが可能になり 

作業時間を短縮できた． 

 

後輪フィレットは去年を 

継承し，船底と一体化 



④フィレット類 
     の付け根を 
     翼型に 

OBの方から助言をいただき， 

いままで付け根が四角になってしまっていた 

フィレット類の付け根の部分も翼型に改善． 

 

 

 

 



⑤素材変更 

ドア・マドの素材 

 

   昨年   0.3㎜厚ポリカーボネート 

        (最大サイズ900×600㎜) 

   今年   0.2㎜厚ポリカーボネート 

(最大サイズ1050×2000㎜) 

ジョイント取り付け部 

 

    例年   発泡スチロール 

    今年   高密度スタイロ 



反省点 

本番用のみの制作であったこと， 

現在のフェアの30代がもともと主翼であったため 

引き継ぎが不十分な部分があったこと， 

31代が初めての制作であったことなど， 

慣れない部分が多くクオリティが思ったように出せな
かった． 

→来年からは少なくとも 

TF用，本番用の2機はまた制作する． 

 

駆動との連絡不足 

→私の認識の甘さが際立った．フレーム周りの知識不足． 

     設計経験の浅さ． 

 


